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１．研究計画の概要 

近世ドイツにおいてコミュニケーション
の重要な手段となった郵便事業の実態を解
明し、国制史研究の中にコミュニケーション
を位置づけるとともに、当時の政治・社会構
造がコミュニケーションと密接に関連して
いたことを明らかにすること。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 郵便事業については、その制度面における
分析はほぼ終了した。特に帝国郵便に関して
は、１６世紀末から１７世紀かけて生じた皇
帝との間での権利闘争を具体的に解明し、タ
クシス家の私企業的な性格から帝国郵便へ
と変化する姿を検討した。また帝国郵便と領
邦郵便の制度的な関係については、プロイセ
ンの領邦郵便と帝国郵便の管轄権をめぐる
争いを題材にして、帝国郵便と各地の領邦郵
便が実際にどのように役割を分担したのか
を検討した。しかしながら郵便事業の個々の
具体的な状況は史料上の制約から解明は十
分には進んでいない。 

他方、コミュニケーションが社会に与えた
影響として時間意識と空間意識の変化を検
討した。郵便によって作成された郵便地図、
道路地図、郵便時刻表、また郵便を使って行
われた旅行の案内書を題材にして、これらの
新しいコミュニケーションツールが、当時の
人々の意識にどのような変化を与えたのか
を検討した。ここにおいて中世的な空間およ
び時間意識が決定的に変化する姿を明らか
にすることができた。さらに、コミュニケー
ションが社会に与えた具体的な影響を災害
情報の面で検討している。とりわけ広域に影

響を与えた地震に的を絞り、地震の情報がど
のように伝わり、それが当時どのような影響
を与えたのかを検討している。今年度は特に
１７５５年にリスボンで発生した地震（リス
ボン地震）を取り上げて、ドイツにいてこの
地震情報が、リスボン在住の商人から伝わり、
各地の週刊新聞で報道され、多くの人々の関
心を集め、この当時の最もポピュラーな話題
であったことが分かった。 
 
 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
郵便については、当初予定していた個別の

活動状況は史料上の制約で進んでいないが、
コミュニケーションの歴史的意義を意識の
面で分析することができたとともに、災害情
報の考察を通して、情報が持っていた同時代
における意義を多面的に考察することがで
きた。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 災害情報をもう少し具体例を増やすとと
もに、コミュニケーション史の研究史の整理
を行い、最終年度に全体をまとめることを計
画している。 
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